
予防・健康づくりに関する大規模実証事業の実施

保険者等に対して適切な予防健康事業の実施を促進するため、予防・健康づくりの健康増進効果等のエビデンスを確認・蓄積するた

めの実証事業を行う。

実証事業の
枠組みを検討

実証の実施（実施～評価まで）
結果を踏まえ、保険者等による

予防健康事業等への活用

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度～2025年度

●歯周病予防に関する実証事業

●AI・ICT等を活用した介護予防ツール等の効果・普及実証事業

●健康増進施設における標準的な運動プログラム検証のための実
証事業

●女性特有の健康課題に関するスクリーニング及び介入方法検証
のための実証事業

●食行動の変容に向けた尿検査及び食環境整備に係る実証事業

●健康にやさしいまちづくりのための環境整備に係る実証事業

（●：厚生労働省、○：経済産業省）

●特定健診・保健指導の効果的な実施方法に係る実証事業

●がん検診のアクセシビリティ向上策等の実証事業

●重症化予防プログラムの効果検証事業

○認知症予防プログラムの効果検証事業

○認知症共生社会に向けた製品・サービスの効果検証事業

○複数コラボヘルスを連携させた健康経営の効果検証事業

○メンタルヘルスプロモーションに関する効果検証事業

● 実証事業の内容

● 全体スケジュール

統計的な正確性を
確保するため、実証
事業の検討段階から、
統計学等の有識者
に参加を求め、分析
の精度等を担保

実証事業の進捗等を管理（プラットフォーム事業）
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● 特定健診・保健指導の効果的な実施方法に係る実証事業

実証事業の
枠組みを検討

実証の実施（実施～評価まで）
結果を踏まえ、保険者等による

予防健康事業等への活用

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度～2025年度

・実証事業全体のス
キームにおける位置
づけを検討

・生活習慣病予防
に関連する文献レ
ビュー
・保険者の取組につ
いての調査を行い、
現状のエビデンスに
ついて整理。
・NDB等の既存デー
タベースでの分析。
・事業対象者、介入
手法、アウトカム等
の分析デザインを検
討。
・（文献レビューと分
析デザインの検討
を踏まえた）実証
フィールドの選定。
・試行的なデータ収
集。

・分析デザインに沿っ
て実証
フィールドでのデータ
（介 入実施の有
無や状態の変化等
のアウトカムデータ
等）収集を実施

・データ収集を継続

・分析用データの作
成

・データ分析・評
価：第三者の視点
も加えて実施

・2024年度（医療費適正化計画第４期の開
始年度）からの特定健診等基本指針、運用
等に反映
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大規模実証事業（特定健診・特定保健指導等）


